
新入園保護者も参加しての慣らし保育。慣らし保育では

あえてアクティブな活動で視野を広げました。

慣らし保育で、新入園児の身のこなし・他の子とのかか

わり方や距離・興味関心、集団全体の動きを観察します。

預かり初日。お母さんと離れて心細い子も安心できるス

ペースを自然な遊びの流れの中で意識して設けました。

沢の底をちょろちょろ流れる水をビニール袋で集めます。

袋の口の向きなど、他の子の姿を見て覚えていきました。



池の中でびしょ濡れになって遊んだ子がぬかるみで長靴

をなくし、大人が探す。見つかりませんでした＾＾；

浅い水場と日陰が広い場所で。友達と笑い合いながら、

足・おしり・下半身・上半身…と水浸しがおもしろい。

カエルやサワガニ、カワニナ。おそるおそる手を出して、

はじめて仲よくなれた瞬間の誇らしげな笑顔です。

ケンカも多かった男の子たち。少しずつ相手を知り、自

分の出し方引っ込め方を知り、近づいていきました。

畑で収穫した青紫蘇の穂。実をしごきとって、塩漬けに

しました。じゅずだまの処理にも熱中していました。

木登り、ロープ、棒を駆使して一生懸命木から落とした

柿ですが…食べたら渋かった！これも経験です。



いつからかリュックの預け合いがブームに。たくさん持

ちたい子、預けたい子、思惑が入り交じっていました。

浅い水場と日陰が広い場所で。友達と笑い合いながら、

足・おしり・下半身・上半身…と水浸しがおもしろい。

暖冬の今年は雪や氷にほとんど出逢えませんでした。が、

葉っぱについている雨粒を見つけて、お口にぱくっ！

今年も冬いちごをたくさん収穫。ジャムをつくりました。

いいにおいとあたたかい蒸気に誘われてきた子どもたち。

フィールド管理者のおじちゃんと力を合わせてつくった

ツリーの周りに自分たちでつくった蜜蝋キャンドル・ホ

ルダーを並べて火を灯しクリスマスのお祝いをしました。

森から竹を伐り出して、竹ぽっくりや秘密基地をつくり

ました。子どもたちがノコギリを握って枝を落としたり

細い竹を自力で伐り出して充実感がみなぎりました。



蜂はこわいだけじゃなくて、甘くておいしい蜂蜜をプレ

ゼントしてくれる友達なのだと知ることができました。

白い蜜蓋を外して遠心分離機にかけます。巣板から直接

蜂蜜をすくいとって嘗めるのには大人も大興奮でした！

養蜂遠足で蜂蜜を嘗めて口の中に残ったものと白い蜜蓋

が蜜蝋だったんだ！と知ってからのキャンドルづくり。

例年より深く蜜蝋を味わえたように想います。

みんなで地道に集めた木の実と自分たちで買い物した木

の輪切りでキャンドルホルダーを制作しました。それぞ

れのこだわりや美的感覚がつまっています。


